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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。 

十
月
に
な
り
、
少
し
ず
つ
秋
の
気
配

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。 

さ
て
、
十
月
は
旧
暦
で
「
神
無
月
」

と
言
い
ま
す
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
季

節
は
「
全
国
の
神
々
が
島
根
県
の
出
雲

大
社
に
集
ま
る
た
め
、
多
く
の
地
域
で

神
が
不
在
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

な
の
で
、
島
根
県
で
は
古
来
、
十
月
は

「
神
無
月
」
で
は
な
く
「
神
在
月
（
か
み

あ
り
づ
き
）
」
と
言
う
の
だ
と
か
。 

「
神
」
と
い
え
ば
、
浄
土
真
宗
で
は
有

名
な
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
親
鸞

聖
人
の
遺
徳
を
讃
え
た
伝
記
『
御
伝

鈔
（
ご
で
ん
し
ょ
う
）
』
に
書
か
れ
た
熊

野
霊
告
の
段[

下
巻
第
五
段]

で
す
。 

紙
面
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
か
な
り

ザ
ッ
ク
リ
し
た
あ
ら
す
じ
で
す
が…

 

【
各
地
で
の
教
化
を
終
え
て
親
鸞
聖

人
が
京
都
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
各
地
の

お
弟
子
さ
ん
が
、
聖
人
の
説
か
れ
た
教

え
に
つ
い
て
尋
ね
る
た
め
京
都
へ
足
を

運
ん
だ
。
そ
の
中
に
、
平
太
郎
と
い
う

も
の
が
い
て
、
「
地
元
で
仕
え
て
い
る
領

主
に
熊
野
参
拝
の
お
供
を
仰
せ
つ
か
っ

た
が
、
自
分
は
聖
人
の
お
示
し
く
だ
さ

っ
た
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
を
一
心
に
信

奉
し
て
い
る
。
そ
の
自
分
が
熊
野
参
拝

で
神
社
に
参
る
こ
と
は
、
聖
人
の
教
え

に
背
く
行
為
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い

た
親
鸞
聖
人
は
「
熊
野
本
宮
の
熊
野

権
現
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
化
身
で
あ
る

（
本
地
垂
迹[

ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ
く]

）
。

な
の
で
、
阿
弥
陀
如
来
の
お
救
い
を
信

じ
る
者
が
主
君
か
ら
の
断
り
切
れ
な
い

命
令
で
熊
野
へ
参
拝
し
て
も
問
題
な
い
。

た
だ
し
、
信
奉
し
て
い
な
い
作
法
（
神

社
で
の
礼
拝
作
法
）
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
平
常
通
り
の
作
法
（
称
名
念

仏
）
で
お
参
り
す
る
よ
う
に
。
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
安
心
し
た

平
太
郎
は
主
君
と
の
熊
野
参
拝
に
際

し
、
神
社
の
礼
拝
作
法
を
せ
ず
、
平
常

の
作
法
（
称
名
念
仏
）
で
参
拝
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
夜
、
平
太
郎
の
夢
に
熊

野
権
現
が
現
れ
「
な
ぜ
神
社
の
作
法
で

参
拝
し
な
い
の
か
？
権
現
を
軽
ん
じ
て

い
る
の
か
？
」
と
問
う
の
で
す
。
そ
こ
に

親
鸞
聖
人
が
現
れ
「
こ
の
者
（
平
太
郎
）

は
親
鸞
の
教
え
に
よ
っ
て
念
仏
す
る
も

の
で
あ
る
」
と
権
現
に
告
げ
る
と
、
権

現
は
姿
勢
を
正
し
て
、
夢
の
中
の
親
鸞

聖
人
に
敬
屈
の
礼
（
腰
を
深
く
曲
げ
て

礼
を
表
す
作
法
）
を
し
て
去
っ
た
。
後

日
、
こ
の
こ
と
を
聖
人
に
告
げ
る
と

「
そ
う
で
あ
ろ
う
、
そ
う
で
あ
ろ
う
」
と

仰
っ
た
】 

こ
の
話
は
、
自
分
の
信
奉
し
て
い
な

い
所
に
参
拝
す
る
と
き
の
心
構
え
を

示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
あ

く
ま
で
も
念
仏
一
つ
で
良
い
の
で
す
。 

一
度
は
疑
問
に
感
じ
る
の
で
は
？ 



 

－２－ 

 

講師の大中[おおなか]先生 

 

法要の様子 

９月がお誕生日の方々と 

 

                     

               

 
      

        

  

    

 

       

 

９月２３日（月祝） 午後１時～  法話：大中真慶 師（栃木県 法得寺） 

               
故人を偲ぶ大切な法要ということで、昨年よりも多い２７名の方が参拝されまし 
た。初めて参加された方の中には「初めて参加したけど、とても有意義だった。 
お寺でも、こんなに気軽に参加できる楽しい行事があるとは知らなかった。」と 
いう感想を話してくださる方もおられ、主催者としては大変うれしく思いました。 

 

                              

９月１日（日） 午前８時～   当日は７名の方が参加してくださいました。暑い
なか、本当にありがとうございました m(_ _)m 

                          境内が広いので、まだまだ手が足りていませ
ん。どうか、ご参加お願いいたします！ 

お預かりした過去帳は仏様の前に奉呈 



 

  

－3－ 

 

東久留米分院より 
 

 

【築地本願寺銅板懇志について】 

 

奉 讃 会 より 
 

 

【築地本願寺報恩講参拝について】 

               

        

 

                        

 

                          

〇 現在、築地本願寺では、重要文化財である本堂の屋根改修工事が計画されています。 

  改修では、現在の屋根と同じく銅板を葺いて行うのですが、それに際して銅板懇志（寄 

付）の募集を行っています。懇志いただいた方は、今回使用する銅板の裏側にお名前を 

記載させていただき、これが後世へ残る貴重な記録になるのです。 

募集締め切りは、１１月１６日（土）までとなっております。懇志希望・詳細を聞きたいと 

いう方は築地本願寺へご連絡ください。 

東久留米分院 主管 伊藤法友 

築地本願寺コンタクトセンター TEL ０１２０－７９２－０４８ 

〇  報恩講とは、親鸞聖人の祥月命日に遺徳を偲んで行う法要のことで、浄土真宗では 

最も大切にされている法要です。東久留米分院の本院である築地本願寺では毎年 

１１月１１日から１６日まで行っており、東久留米分院も、毎年団体参拝を行っています。 

今年は１１月１６日（土）の１０時からの法要に参拝する予定としていますので、是非 

ご参加ください。参拝席確保の都合がありますため、参加希望の方は１０月２８日（月） 

までに東久留米分院へ電話・FAX等で申込ください。皆様の参加をお待ちしています！ 

会長 熊谷 武 

   TEL 042-474-6787  /  FAX 042-472-9475 

 

※なお、東久留米分院の報恩講は１２月１４日（土）に行います。 



  

－４－ 

東久留米分院の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

                                    

 ７月１４日（日）常例法座引続き 

１０月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
久
留
米
会
館
会
報
「
と
も
し
び
」 

通 

刊 
 

３
４
２
号 

発
行
日  

２
０
２
４
年
１
０
月
１
日 

発
行
者 

 

伊
藤 

法
友 

住 
 

所 
 
 

東
京
都
東
久
留
米
市
柳
窪
５-

８-

３
０ 

電 

話 
 

０
４
２-

４
７
４-

６
７
８
７ 

編
集
後
記 

い
つ
も
「
と
も
し
び
」
を
お
読
み
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

秋
の
お
彼
岸
が
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
急
に
朝
晩

の
気
温
が
下
が
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
と
は
い
え
、

日
中
の
気
温
は
、
ま
だ
ま
だ
高
い
日
も
あ
る
の

で
、
服
装
も
脱
衣
・
着
衣
が
で
き
る
も
の
を
選
ぶ

な
ど
し
て
体
調
管
理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

常例法座 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

加
藤
吉
長 

様 

 

【
そ
の
他
】 

 
 

安
西
信
子 

様  
 
 
 
 
 

（
順
不
同
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ご講師： 平野 俊斉 師（千葉県 中原寺） 

                                   

仏さまのお話を分かりやすくお話しくださいます。 

皆さま、是非ご参拝ください！ 

 

 

１１月１０日（日） 午後 1時～ 

常例法座 

１０月１３日（日） 午後１時～ 

境内清掃 

１０月６日（日） 午前８時頃から 

皆さんが気持ちよくお参りできるよう、毎月第１日曜

に行っていますが、まだまだ人数が足りません！ 

皆さまのご協力をお待ちしています！ 

ご講師： 荒木 尚太 師（東京都 浄雲寺） 

                                   

仏さまのお話を分かりやすくお話しくださいます。 

皆さま、是非ご参加ください！ 

 

 

お経の読み方（お勤め）を学ぼう！ 

１０月１３日（日）常例法座引続き 
いつも読んでいるお経、本当にこれで良いの？と 

不安な方、全然読めないから読めるようになりた

い！という方、是非ご参加ください。 



 

  

－5－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


